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Ａ．研究目的 

aging に伴う認知症の研究である。近年、HIV に関

連した神経認知障害（HAND）が注目されているが、

HIV 感染者の aging に伴う認知症は、単純に HAND

だけの診断ではない複雑さがある。したがって、本

研究では、HAND にとどまらず、すべての認知症を

スクリーニングする検査法を開発すると共にその罹

患率を検討し、長期療養を含めた今後のエイズ施策

立案のためのデータ収集を目的とする。 

 
Ｂ．研究方法 

本研究では、認知症スクリーニング目的で、

FDG-PET を実施する。この部分は、分担 2 と共通

部分である。対象患者数も同じで、当院に主として

通院している血友病患者約 50 名とする。本研究では

、認知症として HAND に限定せず aging に関連す

るアルツハイマー型認知症などもカバーする。平行

して実施中の J-HAND 研究では、ＨＩＶ感染者の

HAND の罹患率は 25％程度であるが、本研究の主

要評価項目は、認知症全般の罹患率とする。

FDG-PET の判定は、放射線科医が行い、認知症の

診断については、研究協力者今井（精神科医）の補

助も得ることとする。また、神経心理検査が必要な

場合には、臨床心理士の補助を受ける。分担 2 と会

わせ、週 1 例のスクリーニングを目標とし、Ｈ30 年

末までに 50 例を達成する。 

 

 

 
研究のフローを下図に示す。 

 
  

 
 

（倫理面への配慮） 

本研究は、研究プロトコールを倫理審査委員会に諮

り承認のもと実施している。 

倫理委員会受付番号：NCGM-G-2065 

課題名「HIV 感染者の aging に伴う合併症スクリー

ニングに関する研究」 

NCGM-G-2065-00  H28 年 9 月 12 日開催 承認 

 
Ｃ．研究結果 

認知症診断のための FDG-PET に夜スクリーニング

は、予定していた 50 例に対し、69 例を実施した。

研究要旨 Aging に伴う認知症を FDG-PET を用いスクリーニング、MRI を追加し、

種々の認知症の診断と罹患率を検討している。H29 年度末までに予定症例の 50 例に

対し、69 例のスクリーニングを実施した。 
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参加者の年齢の中央値は 47 歳（37－71 歳）で、AIDS

発症の既往のある症例が 12 例含まれていた。

FDG-PET でアルツハイマー型認知症の疑いのあっ

たのは 2 名であったが、1 名は精神科の診察で診断

され、加療に入っているが、1 例は現状では否定さ

れ、経過観察となっている。神経心理検査では、４

４％に何らかの低下を認めており、J-HAND 研究よ

り高い結果となった。 

 
Ｄ．考察 

血友病感染者は、HIV 感染から 30 年が過ぎ、年齢

も中央値で 47 歳となっている。HIV 感染者の癌年

齢は、一般より 10 歳早く 50 代から始まることが知

られるようになり、血友病感染者における癌・認知

症スクリーニングへの関心は高く、予定以上の通院

患者から研究参加への同意を得た。今後、HAND で

使用した神経心理検査では、血友病患者の関節障害

などがあると、点数が低くなる可能性もあり、今後

身体状況を勘案した補整も必要となろう。 

 
Ｅ．結論 

血友病感染者に対する癌・認知症スクリーニング研

究が順調に実施されている。 
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